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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）～（Ｃ）：
（Ａ）粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトール　２０～６０質量％
（Ｂ）水　１２～４０質量％
（Ｃ）ＪＩＳ　Ｋ５１０１に準じて測定された吸油量が２００～４００ｍｌ／１００ｇの
シリカ　０．５～１０質量％
を含有し、エリスリトールが組成物中に粉末の状態で分散している歯磨き組成物。
【請求項２】
　次の成分（Ａ）～（Ｃ）：
（Ａ）粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトール　２５～６０質量％
（Ｂ）水　１２～４０質量％
（Ｃ）ＪＩＳ　Ｋ５１０１に準じて測定された吸油量が２００～４００ｍｌ／１００ｇの
シリカ　０．５～１０質量％
を配合し、エリスリトールが組成物中に粉末の状態で分散している歯磨き組成物。
【請求項３】
　さらに、粘結剤を０．６～２質量％含有する請求項１又は２に記載の歯磨き組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、エリスリトールを含有する歯磨き組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に歯を磨く目的は、口腔内を清潔にし、清涼感を得ることにある。通常歯磨き組
成物に配合されているメントールに代表される香料成分は、清涼感を付与するために必要
不可欠なものであるが、近年、油っぽい食事や香辛料を多く使った食事が多くなる傾向が
あり、より高い清涼感を持った歯磨き組成物が望まれている。
【０００３】
　清涼感を向上させる手段として、香料成分の配合量を増やしたり、エタノール等の溶剤
成分を新たに添加するといった方法があるが、これらの成分の配合量を増やすと口腔内へ
の刺激が強くなり、また泡立ちが抑制されるため、磨いたときの使用感を損ねるという問
題が生じる。
【０００４】
　従って、香料成分やエタノール等の溶剤の配合量を増やすことなく、より高い清涼感を
得る歯磨き組成物が望まれる。
【０００５】
　特許文献１には、エリスリトールなどの吸熱水和反応を起こす成分を含有し、かつ、水
分量が１０質量％以下であることを特徴とした、清涼感に優れる歯磨き組成物が開示され
ている。しかしながら、水分含量が低いために、粘結剤として配合されている水溶性高分
子が十分に溶解せず、経時的に水分や他の液体成分が系外に染み出す現象が見られ、保存
安定性に問題があった。また、清涼感は得られるものの口腔内ではっきりとした冷涼感を
得るまでには至っていなかった。
【特許文献１】特開２０００－１９１４８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、より高い清涼感及び冷涼感を有しつつ、長期の保存安定性にも優れる、エリ
スリトールを含有する歯磨き組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、まず、歯磨き時の清涼感及び冷涼感を高める方法を検討した結果、特定の
粒子径を有するエリスリトールを含有し、さらに、その含有量及び組成物中の水分量を調
整することで、清涼感及び冷涼感を高め得ることを見出した。しかしながら、組成物中の
水分量が制限されるため、水分や他の液体成分の分離現象が生じ、保存安定性は十分とは
いえなかった。そこで、保存安定性を向上する方法を検討した結果、研磨剤として用いら
れるシリカではなく、特定の吸油性シリカを添加することが保存安定性に有効であること
を見出した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）～（Ｃ）：
（Ａ）粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトール　２０～６０質量％
（Ｂ）水　１０～４０質量％
（Ｃ）ＪＩＳ　Ｋ５１０１に準じて測定された吸油量が２００～４００ｍｌ／１００ｇの
シリカ　０．５～１０質量％
を含有する歯磨き組成物である。
　また、本発明は、次の成分（Ａ）～（Ｃ）：
（Ａ）粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトール　２５～６０質量％
（Ｂ）水　１０～４０質量％
（Ｃ）ＪＩＳ　Ｋ５１０１に準じて測定された吸油量が２００～４００ｍｌ／１００ｇの
シリカ　０．５～１０質量％
を配合する歯磨き組成物である。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、高い清涼感及び冷涼感が得られ、さらに、長期の保存安定性にも優れる
歯磨き組成物の提供が可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の歯磨き組成物は、粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトール（成分（Ａ））を
含有することを特徴とする。通常入手可能なエリスリトールは、ブドウ糖を発酵させた後
、再結晶して得られる結晶状のエリスリトールであり、その粒子径は本発明品のものより
も大きい。従って、本発明の歯磨き組成物には入手したエリスリトールを粉砕して粒子径
を調整したものを使用することが好ましい。
　エリスリトールの粉砕には、ローラミル、ハンマーミル、高速度粉砕機、パルベライザ
ーなどを使用するのが一般的であるが、粒度の調整が簡便で、かつ、生産効率にも優れる
高速度粉砕機、ハンマーミルによる粉砕が好ましい。
　また、エリスリトールの構造としては、Ｌ－エリスリトール、Ｄ－エリスリトール、ｍ
ｅｓｏ－エリスリトールの３種の異性体が存在するが、本発明はこれらいずれの構造のも
のであってもよい。結晶状のエリスリトールは、市販品としては、日研化学（株）、三菱
化学フーズ（株）、セレスター社製等のものが入手可能である。
【００１１】
　エリスリトールの粒子径は、清涼感、冷涼感を得られることから３５５μｍ未満である
が、３μｍ以上３５５μｍ未満が好ましい。口の中で冷涼感が持続するという観点から、
４５μｍ以上３５５μｍ未満が好ましく、さらに好ましくは４５μｍ以上３００μｍ未満
、特に好ましくは４５μｍ以上２５０μｍ未満である。
【００１２】
　なお、エリスリトールの粒子径は以下のように測定される。
篩：ＪＩＳ標準篩　φ７５ｍｍ
目開き：上段より、それぞれ５００μｍ、３５５μｍ、２５０μｍ、１８０μｍ、１２５
μｍ、９０μｍ及び４５μｍの目開きを有する篩の下に受器を有する。
振盪機：ミクロ型電磁振動機Ｍ－２型（筒井理化学器機(株)）
方法：試料１５ｇを５００μｍ篩上に載せ、電磁振動機にて５分間分級する。２５０μｍ
、１８０μｍ、１２５μｍ、９０μｍ及び４５μｍの目開きを有する篩上に存在するエリ
スリトールの合計量を粒子径４５μｍ以上３５５μｍ未満のエリスリトールとする。
　また、４５μｍ未満の粒度分布は乾式レーザー分布回折式粒度分布測定装置により測定
することができる。
【００１３】
　本発明の歯磨き組成物中、粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトールの含有量は、高い
清涼感を得る観点から、２０～６０質量％、より好ましくは２５～５５質量％、さらによ
り好ましくは３０～５０質量％である。
　このため、粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトールの配合量は、２５～６０質量％、
より好ましくは３０～５５質量％、さらに好ましくは３５～５０質量％である。
【００１４】
　本発明の歯磨き組成物中、水（成分（Ｂ））の含有量は、保存安定性及びより高い清涼
感、冷涼感を得る観点から、１０～４０質量％、より好ましくは１２～３５質量％、さら
に好ましくは１５～３０質量％、特に好ましくは１８～２５質量％である。
【００１５】
　本発明で用いられるシリカ（成分（Ｃ））は、安定性を向上する観点から、吸油量が２
００～４００ｍｌ／１００ｇ、より好ましくは２２０～３８０ｍｌ／１００ｇ、さらに好
ましくは、２５０～３５０ｍｌ／１００ｇである。ここで、吸油量とは、シリカが担持で
きる油量を示したものであり、測定方法はＪＩＳ　Ｋ５１０１に準じる。このようなシリ
カは、サイリシア、サイロピュア（富士シリシア化学社製）、チキソシル（ローディア社
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製）、ソルボシル（イネオスシリカ社製）、ファインシール（トクヤマ社製）、ニップジ
ェル（東ソーシリカ社製）から入手可能である。なお、ここで用いられる吸油量の多いシ
リカは、研磨剤として用いられるシリカとは相違する。
【００１６】
　本発明の歯磨き組成物中、シリカの含有量は、保存安定性の観点から、０．５～１０質
量％、より好ましくは１～８質量％、さらに好ましくは１．２～７質量％、特に好ましく
は１．５～５質量％である。
【００１７】
　さらに、本発明の歯磨き組成物には、粘結剤を含有させることができる。歯磨き組成物
中、粘結剤の含有量は、保存安定性の観点から０．６～２質量％が好ましく、より好まし
くは０．７～１．５質量％、さらに好ましくは０．８～１．２質量％である。粘結剤とし
ては、アルギン酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロースナトリウム、カラギーナン、
キサンタンガム、ポリアクリル酸ナトリウム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキプ
ロピルセルロース、ペクチン、トラガントガム、アラビアガム、グアーガム、カラヤガム
、ローカストビーンガム、ジェランガム、タマリンドガム、サイリウムシードガム、ポリ
ビニルアルコール、コンドロイチン硫酸ナトリウム、メトキシエチレン無水マレイン酸共
重合体からなる水溶性高分子を１種または２種以上使用するのが好ましい。
【００１８】
　本発明の歯磨き組成物には、前記成分の他、例えば発泡剤、発泡助剤、研磨剤、湿潤剤
、甘味剤、保存料、酵素、ｐＨ調整剤、殺菌剤、薬効成分、顔料、色素、香料等を適宜含
有させることができる。また、他の粒子径のエリスリトール（３５５μｍ以上）を含有さ
せてもよい。この場合でも、組成物中に含有する全エリスリトール粒子の平均粒子径又は
配合する全エリスリトール粒子の平均粒子径は２００μｍ以下が好ましく、更に好ましく
は３０～１５０μｍである。なお、平均粒子径は、４５μｍ以上の場合は篩下率（積算量
）を正規確立紙にプロットし５０％に対応する値を採用し、４５μｍ未満の場合は乾式レ
ーザー分布回折式粒度分布測定装置により測定した値を採用する。
【００１９】
　研磨剤としては、沈降性シリカ、シリカゲル、アルミノシリケート、ジルコノシリケー
ト等のシリカ系研磨剤、第２リン酸カルシウム・２水和物及び無水和物、ピロリン酸カル
シウム、炭酸カルシウム、アルミナ、水酸化アルミニウム、酢酸マグネシウム、第３リン
酸マグネシウム、ゼオライト、合成樹脂系研磨剤等が好適に用いられる。
【００２０】
　湿潤剤としては、グリセリン、ソルビトール、プロピレングリコール、ポリエチレング
リコール、キシリトール、マルチット、ラクチット、トレハロース等が好適に用いられる
。
【００２１】
　更に、甘味剤としては、サッカリンナトリウム、アスパルテーム、ソーマチン、アセス
ルファムカリウム、ステビオサイド、ステビアエキス、パラメトキシシンナミックアルデ
ヒド、ネオヘスペリジルジヒドロカルコン、ペリラルチン等が挙げられる。
【００２２】
　香料としては、ｌ－メントール、カルボン、アネトール、オイゲノール、リモネン、ペ
パーミント油、スペアミント油、オシメン、ｎ－アミルアルコール、シトロネロール、α
－テルピネオール、サリチル酸メチル、メチルアセテート、シトロネオールアセテート、
シネオール、リナロール、エチルリナロール、ワニリン、チモール、レモン油、オレンジ
油、セージ油、ローズマリー油、桂皮油、ピメント油、シソ油、丁子油、ユーカリ油等が
挙げられる。
【００２３】
　また、その他の各種有効成分としては、正リン酸のカリウム塩、ナトリウム塩等の水溶
性リン酸化合物、アラントインクロルヒドロキシアルミニウム、ヒノキチオール、塩化リ
ゾチーム、グリチルリチン酸及びその塩類、塩化ナトリウム、トラネキサム酸、イプシロ
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ンアミノカプロン酸、酢酸dl－トコフェロール、アズレン、グリチルレチン酸、銅クロロ
フィリンナトリウム、グルコン酸銅等の銅化合物、乳酸アルミニウム、塩化ストロンチウ
ム、硝酸カリウム、ベルベリン、ヒドロキサム酸及びその誘導体、トリポリリン酸ナトリ
ウム、ゼオライト、デキストラナーゼ、ムタナーゼ、アミラーゼ、メトキシエチレン、無
水マレイン酸共重合体、ポリビニルピロリドン、エピジヒドロコレステリン、ジヒドロコ
レステロール、クエン酸亜鉛、トウキ、オウバク、チョウジ、ローズマリー、オウゴン、
ベニバナ等の抽出物、α－ビサボロール、クロルヘキシジン塩類、トリクロサン、塩化セ
チルピリジニウム、塩化ベンゼトニウム、トリクロロカルバニリド等が挙げられる。
【００２４】
　本発明の歯磨き組成物は、より高い清涼感を得る観点から、エリスリトールが粉末の状
態で分散しているのが望ましい。そのためには、エリスリトールは製造の最終工程に、粉
体のままで投入することが好ましい。このような製造方法を用いることで、エリスリトー
ルは水にほとんど溶解せずに、歯磨き組成物中に粉末の状態で存在させることが可能とな
る。具体的には、例えば、精製水、湿潤剤、粘結剤、香味剤、保存料、研磨剤、発泡剤、
甘味剤及び薬効成分等の各成分を処方量計測した後、一定の製造条件に従って混合し、粘
結剤を十分に膨潤させ、さらに、研磨剤及び発泡剤、香味剤、粉末状のエリスリトールを
加えて脱泡混合し、本発明の歯磨き組成物を製造できる。
【実施例】
【００２５】
［歯磨き組成物の調製］
　表１に示す組成に従って、実施例１～４及び比較例１～３の歯磨き組成物を調製した。
なお、エリスリトールは最後に添加した。
【００２６】
（１）清涼感及び冷涼感の評価
　被験者１０名（男性５名、女性５名）が、歯ブラシに各歯磨き組成物１ｇをとり、約２
分間自由にブラッシングし、歯磨き時の冷涼感及び口をすすいだ後のサッパリ感の強さを
次の基準で評価した。なお、表１に示す判定の結果は１０名中最も評価が多かったものを
示した。
＜清涼感の評価基準＞
　　◎：口の中のサッパリ感が強い
　　○：口の中のサッパリ感がやや強い
　　×：口の中のサッパリ感が弱い
＜冷涼感の評価基準＞
　　◎：口の中をはっきり感じ、かつ、その冷涼感が持続する
　　○：口の中の冷涼感をやや感じる
　　×：口の中の冷涼感を感じない
【００２７】
（２）保存安定性の評価
　表１に示す歯磨き組成物を、それぞれ保存用の歯磨きチューブに詰め、５℃、室温、４
０℃で３ヶ月間保存した。その後、チューブを切り開いて、歯磨き組成物から液体成分が
分離しているか否か次の基準で評価した。
＜保存安定性の評価基準＞
　　◎：液体の分離が全く見られない
　　○：液体の分離がわずかに見られる
　　×：明らかに液体の分離が見られる
【００２８】
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【表１】

(*1)：粒子径が３μｍ以上４５μｍ未満１２質量％、４５μｍ以上２５０μｍ未満８２質
量％、２５０μｍ以上３００μｍ未満５質量％の粒度分布を有するエリスリトール、平均
粒子径７７μｍ
(*2)：粒子径が３５５μｍ未満６質量％、３５５μｍ以上１４００μｍ未満９４質量％の
エリスリトール、平均粒子径４６８μｍ
(*3)：吸油量が３００ｍｌ／１００ｇのシリカ
(*4)：吸油量が１２０ｍｌ／１００ｇのシリカ
【００２９】
　表１に示したように、実施例１～４の歯磨き組成物では、粒子径が３５５μｍ未満のエ
リスリトールを多く含み、さらに、吸油量が３００ｍｌ／１００ｇのシリカを含んでいる
ため、清涼感、冷涼感、長期の保存安定性に優れるという結果だった。さらに、実施例２
～４の歯磨き組成物では、粒子径が３５５μｍ未満のエリスリトールをより多く含んでい
るため、清涼感、冷涼感がさらに優れるという結果だった。
【００３０】
　一方、比較例１の歯磨き組成物では、粒子径が３５５未満μｍのエリスリトールの含有
量が少なく、また、組成物中の水分量が多いため、清涼感、冷涼感が弱いという結果だっ
た。また、比較例２の歯磨き組成物では、吸油量が３００ｍｌ／１００ｇのシリカを含ん
でいないため、長期の保存安定性が悪いという結果だった。また、比較例３の歯磨きでは
、粒子径が３５５μｍ以上のエリスリトールを多量含んでいるため、冷涼感は弱く、さら
に、吸油量が３００ｍｌ／１００ｇのシリカを含んでいないため、長期の保存安定性が悪
いという結果だった。
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